
基本理念

基本方針

患者さんの権利と責務

１．個人の尊厳を尊重され、医療者との相互の協力関係のもとに良質な医療を受けることができます。
２．病気・検査・治療などについて、十分な説明と情報をうけることができます。
　 また、よく理解できなかったことについては十分理解できるまで質問することができます。
３．十分な説明と情報提供を受けた上で、医療者が提供する検査や治療方法などを自らの意思で選択することができます。
　 また、他医療機関の医師の意見（セカンドオピニオン）を求めることができます。
４．当院での診療の過程で、医療者が得た個人情報やプライバシーについては厳正に保護されます。
５．所定の手続きをおとりになることにより、ご自分の診療録の開示をお求めになることができます。
６．良質な医療実践のため、自分自身の健康に関する情報を正確に提供する責務があります。
７．すべての患者さんが適切な医療を受けられるように、他の患者さんの入院生活や病院職員の医療提供に支障を与えないように配慮する責務があります。
８．安全で優しい療養環境を維持するために、医療に関する法律や病院で決めた約束事などをお守り頂く責務があります。
９．医療費を支払う責務があります。
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最新の外来診療表がホームページで確認できます  https://www.simo.saiseikai.or.jp/

済生会下関総合病院 広報誌
Saise ika i  Sh imonosek i  Genera l  Hosp i ta l

日時
毎月第3金曜日
10:00～13:00 場所 １階ロビー

(インフォメーションでお声をかけてください)

治療と仕事の両立支援の相談窓口

産業保健総合支援センター相談員が休みのとり方、会社との付き合い方、治療のスケジュールに合わせた働き方など、
仕事を続ける上での工夫について、どなたでも無料で相談することができます。

済 生 会 下 関 総 合 病 院  広 報 誌
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済 生 会 下 関 総 合 病 院  広 報 誌
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「心のかよう質の高い医療」を提供します

「患者の幸せ」のため、質の高い医療の提供を目指します

よりよき医療環境を求めて、地域と共に保健・医療・福祉の充実を目指します

職員の協働活動のため、よりよき環境づくりを目指します

当病院のＸ線テレビ１室に設置されているＸ線ＴＶ装置は、
自動車事故被害者救済のために日本損害保険協会の
寄付金を受けて整備いたしました。

令和３年１１月設置
社会福祉法人恩賜

財団済生会支部
山口県済生会下関総合病院

Ｘ線ＴＶ装置の更新



初めての手術には先輩と共に担当し、先輩の知識・技術を伝承
し、スキルアップを図っています。

従来の手術に比べて、人工心肺を用いず開胸しないため、体へ
の負担が少なく、高齢者でも治療が可能など様々なメリットが
あります。その最新の医療を安全に安心して受けていただくた
めに他職種合同チームで研修や幾度となくシミュレーション
を重ねてきました。

新しい手技、デバイスに対しては看護師だけでなく他職種で勉強
会やシミュレーションを実施し質の担保に務めています。

手術看護認定看護師 2名（県内　7名、全国　690名） 2020年12月現在

2名（全国　2364名） 2021年  4月現在

2名（全国　243名） 2021年  8月現在

周術期管理チーム看護師

実践指導看護師

2021年12月 スタート
経カテーテル的大動脈弁置換術

専門・認定資格

安全・安心のために

伝承＆挑戦

Operation Room
研修会、学会への参加や各ラダーレベルに合わせた勉強会を
毎月開催し知識・技術の向上に努めています。

質の高い手術看護のために



　当院の集中治療室には、安静臥床が必要な術後急性期や重症の患者さんが多く入室されていますが、早期の離
床や人工呼吸器離脱が重要となります。そこで私たち３名の集中ケア認定看護師は、医師、臨床工学技士、理学療法
士などと共にRST活動（Respiration Support Team：RST）を行っています。これは患者さんの状態や各種データを
基に、人工呼吸器の設定や口腔内の衛生管理、呼吸ケアなどに関して助言を行うもので、早期の離床や人工呼吸器
離脱を目指して積極的に活動しています。
　また、術後合併症や廃用症候群、せん妄の予防など多くのメリットがある早期リハビリテーションを多職種共同で行い、
早期離床に努めています。

認知症看護認定看護師
 吉永奈央

　認知症ケアサポートチーム（Dementia care Support Team：DST）は、認知症の方や高齢者が安心して治療が
受けられるよう、医師、社会福祉士、看護師など多職種で連携し、ラウンドやカンファレンスなどの活動を行っています。
それぞれの専門性を活かし、病棟スタッフと協力しながら、認知症やせん妄の症状の悪化を予防し、療養環境を整え、
その人らしい生活が継続できるようサポートしています。さらに、当院では、デルタプログラムを導入しており、せん妄予
防対策に努めています。

集中ケア認定看護師
岡崎美幸、前田友美、堤由佳

急性期の医療を支えるスタッフ急性期の医療を支えるスタッフ急性期の医療を支えるスタッフ
Teamでの活動を中心にTeamでの活動を中心にTeamでの活動を中心に

人工呼吸装着中の患者さんの早期リハビリ

感染管理認定看護師
 國弘健二、古賀香奈子

　病院内には、疾患によって免疫力が低下したり、抗がん剤や外科手術などの治療によって感染の危険性が高くなっ
た患者さんが多数入院しています。そのため、院内感染の発生を未然に防ぎ、発生の際にはその原因を速やかに特
定・制圧して終息を図ることが重要です。患者さんに対して安心・安全な医療が提供できるように、感染管理部門の中
に感染制御チーム（Infection Control Team：ICT）と抗菌薬適正使用支援チーム（Antimicrobial Stewardship 
Team：AST）を設置し、医師・看護師・薬剤師・臨床検査技師などの多職種が活動しています。



外 来 患 者 数 入 院 患 者 数 新入院患者数 平均在院日数 救急車受入件数 手　術　件　数

令和 3年11月
令和 3年12月
令和 4年  1月

　教室・相談のお知らせ （令和4年4月～6月）

　診療実績報告（令和3年11月～令和4年1月）

　地域医療支援研修会（令和4年4月～6月）

上記の日程は、諸事情により変更もしくは中止となる場合があります。ご了承ください。※腎臓病教室は、入院患者のみを対象とするため削除となりました。

地域医療支援病院の教育活動の一環として、毎月1回（第4木曜の18時～）研修会を開催します。是非ご参加下さい。※事前の申し込みは不要（駐車場は当院外来駐車場をご利用下さい）
※参加される方はマスク着用でお願いします。  過去１４日以内に、山口県外に移動歴がある方は参加制限をしています。

おことわり

上記の日程は、諸事情により変更もしくは中止となる場合があります。ご了承ください。おことわり

開　催　日

開　催　日

テ　　　ー　　　マ 講　　　　　師

テ　　　ー　　　マ 講　　　　　師

　健康講座の予定（令和4年4月～6月） 〈時間〉10：00～10：30 ／〈場所〉会議室（2階）

〈時間〉１８：００～１９：０0 ／〈場所〉管理棟 講堂（3階）

糖 尿 病 教 室

実　　　施　　　日 時　　　間 参  加  費 お問い合わせ

なんでも相談窓口

場　　　所

マザークラス 当面の間、中止といたします。再開が決まりましたらホームページ等でお知らせいたします。

当面の間、中止といたします。再開が決まりましたらホームページ等でお知らせいたします。

15,430人
15,384人
14,654人

10,668人
10,596人
10,847人

879人
796人
902人

11.50日
11.61日
12.01日

713件
753件
705件

281件
302件
255件

がん患者における症状マネジメント

意識障害について

27日（木）

24日（木）

24日（木）

集中ケア認定看護師 

緩和ケア認定看護師 

集中ケア認定看護師

8：30～17:00 無　料 医療相談室医療相談室4月・5月・6月（月）～（金）

4月

5月

6月

1月

3月

2月

ふくふくサロンふくふくサロン
がん患者さん・ご家族のためのがん患者さん・ご家族のための

がん患者さんや家族の方が「語りの場」として
「ふくふくサロン」を開催しています。

４月１３日(水）・５月１１日(水）・６月８日(水） 
     
     

令和4年
４月１３日(水）・５月１１日(水）・６月８日(水） 
     
     

お問合せ

対象 がん患者、その他ご家族
（通院、入院、他院問わず）

費用 無　　　料
（駐車料金含む）

がん相談支援センター（直通） ☎083-262-2332

時間  13：00受付～15：00 場所  ２階会議室

開催日

F U K U　　  F U K U　   S A L O N

急変時にはなぜ血液ガスを採取する？ ～血液ガス分析を理解しよう～

柴田　敏子

堤　由 佳

前田　友美

治療と仕事の両立支援の相談窓口

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

S P E C I A L I S T

日常の様子

　臨床工学技士とは、ME（メディカルエンジニア）と呼ばれており、現在の医療
に不可欠な医療機器のスペシャリストとして活躍しています。病院内で、医師・
看護師・各医療技術者とチームを組んで生命維持管理装置の操作を担当し、
保守点検や修理等の管理業務を行なっています。
　この生命維持管理装置とは、人が生きるために必要な循環、呼吸、代謝の
機能の代行を行うもので、人工呼吸器、人工心肺装置、透析装置などが当て
はまります。
　生命維持管理装置以外にも輸液ポンプや心電図モニター、除細動器、手
術機器など様々な医療機器が存在しています。これらの機器の取扱い方法
の指導や安全使用のための院内研修も頻回に行っており、患者さんが安心・
安全な治療を受けられるように日々 務めています。

【写真左】
心臓手術を行う際に、心臓と肺の機能の代わ
りをする人工心肺を操作している様子

【写真右上】
透析中の患者さんの状態や装置の設定および
動作状況を確認

【写真右下】
人工呼吸器の保守点検でバッテリーやセン
サー類の交換を実施中

 【心臓血管手術への関わり】
　通常の心臓血管手術（弁置換術、大血管手術など）の際には、心臓を一時的に止める必要があります。その心臓が
止まっている間は、臨床工学技士が人工心肺装置を操作して患者さんの生命を維持しています。術中は心臓血管外
科医師や麻酔科医師、看護師とコミュニケーションを取りつつ、様々なモニタリング機器を駆使して全身状態を管理す
ることで、少しでも心臓やその他臓器への負担が減らせるように心がけています。
　TAVIは基本的に人工心肺を必要としない低侵襲な治療法ですが、状況に応じて人工心肺が必要になることもあ
るため、常に万全なバックアップ体制を整えており、医師が治療に集中できる環境を作りだし患者さんが安心して手術を
受けられるためのサポートをしています。

臨床工学
技
士

M e d i c a l  E n g i n e e r

～医療機器のスペシャリスト～

専門・認定資格　　　　　　　人数

透析技術認定士 　　　　　　　　3

透析技能検定2級 　　　　1

体外循環技術認定士 　　　　2

不整脈治療専門臨床工学技士 　 1

呼吸療法専門臨床工学技士　 　 1

第 1種ＭＥ技術者　　　　　 　 1

6日（水）

13日（水）

20日（水）

27日（水）

11日（水）

18日（水）

25日（水）

1日（水）

 8日（水）

15日（水）

22日（水）

29日（水）

　　 赤ちゃんの五感の発達について

脳卒中を予防しよう

喫煙と手術

　　 認知機能低下を防ぐための生活のヒント ～コロナ禍において～

　　 ACPを知っていますか？

緩和ケアを知っていますか？～がんの診断時から始まる緩和ケアについて～

早目の気づきが大切～急変時の対応～

夏の救急

　　 赤ちゃんの変化

高齢と心不全

日頃からの感染対策について

　　  がんの痛みを緩和する医療用麻薬と対策について

新生児集中ケア認定看護師

脳卒中リハビリテーション看護認定看護師

手術看護認定看護師

認知症看護認定看護師

緩和ケア認定看護師

緩和ケア認定看護師

集中ケア認定看護師

救急看護認定看護師

新生児集中ケア認定看護師

慢性心不全看護認定看護師

感染管理認定看護師

がん性疼痛看護認定看護師

安 田 さくら
安村　美穂
西嶋　和弘
吉永　奈央
柴田　敏子
山本　千春
前田　友美
藤枝　絵美
米村　幸子
山口　健二
古賀香奈子
池田恵里佳

放射線を用いたがん治療

心不全で看護師が知っておきたい検査について

28日（木）

26日（木）

23日（木）

慢性心不全看護認定看護師 

がん放射線療法看護認定看護師 

脳卒中リハビリテーション看護認定看護師4月

6月

5月

脳梗塞・脳出血看護のポイント

倉冨　彰
山口　健二
安村　美穂


